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第４章 連携協約に基づき推進する具体的取組 

  

連携協約項目 
事業名 

連携する町村 

三
戸
町 

五
戸
町 

田
子
町 

南
部
町 

階
上
町 

新
郷
村 

お
い
ら
せ
町 役割 連携施策 

1 圏 域 全 体

の 経 済 成

長 の け ん

引 

（22事業） 

ａ 

産学金官民一体と

なった圏域の経済

成長等の推進体制

の整備（1事業） 

１ 
八戸圏域連携中枢都市圏ビ

ジョン懇談会運営事業 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ｂ 

産業クラスターの

形成、イノベーシ

ョン実現、新規創

業促進、地域の中

堅企業等を核とし

た戦略産業の育成 

（6事業） 

２ 
テレマーケティング関連産

業立地促進費補助金 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

３ 
成長産業立地等支援事業補

助金 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

４ 
産学官共同研究開発支援事

業 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

５ 
革新的ものづくり企業連携

促進事業 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

６ 
研究開発型企業育成モデル

事業 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

７ 
はちのへ創業・事業承継サ

ポートセンター事業 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ｃ 

地域資源を活用し

た地域経済の裾野

拡大（13 事業） 

８ 
他地域連携ビジネスマッチ

ング促進事業 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

９ 地場産品の販路拡大事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

10 
（仮称）マチニワ・マルシ

ェ 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

11 
ナニャドヤラ廻道ふるさと

フェスタ 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

12 海外販路拡大事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

13 
求人・求職情報等無料ウェ

ブサイト運営事業 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

14 
地域事業所人材獲得等支援

事業 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

15 企業誘致セミナー開催事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

16 農業情報提供事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

17 
新規就農者向け支援施策の

情報発信体制の一元化 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

18 
農作業マッチング制度構築

事業 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

19 
南郷そば振興センター共同

利用事業 
    ○   

20 
畜産業及び畜産関連産業振

興事業 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ｄ 

戦略的な観光施策

の展開 

（2事業） 

21 八戸広域観光戦略推進事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

22 
グリーン・ツーリズム推進

事業 
○ ○ ○ ○ ○   
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連携協約項目 
事業名 

連携する町村 

三
戸
町 

五
戸
町 

田
子
町 

南
部
町 

階
上
町 

新
郷
村 

お
い
ら
せ
町 役割 連携施策 

2 高 次 の 都

市 機 能 の

集積・強化 

（12事業） 
ａ 

高度な医療サービ

スの提供（3 事業） 

23 
ドクターカー運行事業の充

実・強化 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

24 
（仮称）八戸市総合保健セ

ンター整備事業 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

25 高度医療従事者育成事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ｂ 

高度な中心拠点の

整備・広域的公共

交通網の構築 

（6事業） 

26 
八戸圏域公共交通計画推進

事業 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

27 美術館運営事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

28 
八戸ポータルミュージアム

事業 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

29 ブックセンター事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

30 屋内スケート場運営事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

31 多賀多目的運動場運営事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ｃ 

高等教育機関等と

連携した地域の人

材育成（3事業） 

32 e コマース人材育成事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

33 学生まちづくり助成金制度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

34 学官連携地域シンクタンク ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

連携協約項目 
事業名 

連携する町村 

三
戸
町 

五
戸
町 

田
子
町 

南
部
町 

階
上
町 

新
郷
村 

お
い
ら
せ
町 役割 分野 連携施策 

3 圏域全体

の生活関

連機能サ

ービスの

向上 

(30 事業 ) 

 

A 

生活機能

の強化に

係る政策

分野 

（25事業） 

医療体制

の充実 

（4事業） 

35 医師派遣事業 ○ ○ ○     

36 ドクターカー運行事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

37 
救急・母子周産期医療に関

する医療人材育成事業 
○ ○  ○   ○ 

38 周産期医療体制周知事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

子育て支

援の充実 

（5事業） 

 

39 一時預かり保育事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

40 
ファミリーサポートセン

ター事業 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

41 子育てつどいの広場事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

42 子育てサロン支援事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

43 地域子育て支援拠点事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

高齢者福

祉の充実 

（4事業） 

44 
高齢者福祉合同研修会等

の開催 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

45 あんしんカード事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

46 
救急医療情報キット配付

事業 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

47 
成年後見制度利用促進事

業 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
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連携協約項目 
事業名 

連携する町村 

三
戸
町 

五
戸
町 

田
子
町 

南
部
町 

階
上
町 

新
郷
村 

お
い
ら
せ
町 役割 分野 連携施策 

3 圏域全体

の生活関

連機能サ

ービスの

向上 

(30 事業 ) 

 

A 

生活機能

の強化に

係る政策

分野 

（25事業） 

障がい者

福祉の充

実 

（2事業） 

48 
障がい者福祉合同研修会

等の開催 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

49 
障害支援区分判定審査事

務の共同実施 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

中小企業

従事者の

福祉向上 

（1事業） 

50 
勤労者福祉サービスセン

ター事業 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

消費者支

援の充実 

（1事業） 

51 
消費生活に係る意識啓

発・相談体制の充実・強化 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

社会教育

の充実 

（2事業） 

52 生涯学習情報提供事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

53 図書館相互利用事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

学校教育

の充実 

（1事業） 

54 広域的体験学習支援事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

高等学校

の地域活

動促進 

（1事業） 

55 
高校生地域づくり実践プ

ロジェクト 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

スポーツ

活動の機

会の充実 

（1事業） 

56 
氷都八戸パワーアッププ

ロジェクト 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

不法投棄

の防止 

（1事業） 

57 不法投棄防止事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

安全・安心

なまちづ

くりの推

進 

（2事業） 

58 安全・安心情報発信事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

59 
福祉避難所の設置及び圏

域での相互利用 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

B 

結びつき

やネット

ワークの

強化に係

る政策分

野 

（2事業） 

地域内外

の住民と

の交流・移

住促進 

（2事業） 

60 移住・交流推進事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

61 縁結び支援事業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

C 

圏域マネ

ジメント

能力の強

化に係る

政策分野 

（3事業） 

圏域内市

町村職員

の育成 

（1事業） 

62 職員合同研修の開催 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

女性の活

躍促進 

（1事業） 

63 
女性チャレンジ講座開催

事業 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ＮＰＯ等

の活動促

進 

（1事業） 

64 
市民活動サポートセンタ

ーの運営 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
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○事業費見込額は、ビジョン策定時の見込額であり、今後変更となる場合があります。 

○事業費見込額の凡例 

「→」：現時点で事業費を想定することが困難なもの 
「－」：現時点で事業費が想定されないもの 

 

１ 圏域全体の経済成長のけん引 

 

基本目標 現状値 目標値 

製造品出荷額等 
6,080億円 

（H26年） 

6,150億円 

（H33年） 

従業者数 
14万 1千人 

（H26年） 

14万 1千人 

（H33年） 

観光入込客数 
951万 7千人 

（H27年） 

1,020万人 

（H33年） 

 

（１）産学金官民一体となった圏域の経済成長等の推進体制の整備 

① 取組内容 

圏域の経済成長等を図るため、産学金官民一体となったビジョン懇談会等の推進体制 

を整備・運営し、連携中枢都市圏ビジョンの策定、進捗管理等に取り組む。 

② 具体的な事業 

事 業 名 １ 
八戸圏域連携中枢都市圏ビジョ

ン懇談会運営事業 
関 係 市 町 村 全市町村 

内 容 

・圏域の産学金官民の有識者で構成する八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン懇 

談会（以下、ビジョン懇談会という）を開催する。 
・ビジョン懇談会において有識者から意見を聴取し、各種の連携事業を推進 

する。 

効 果 
・圏域の有識者の意見を踏まえた連携中枢都市圏ビジョンの推進 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

連携事業の成果指標達

成率 
－ 80％ 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

2,522 2,900 2,900 2,900 2,900 14,122 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 
・連携町村及び関係機関等との連携調整を行う。 
・必要な費用を負担する。 

連携町村 
・ビジョン懇談会に参画する。 
・懇談会の構成員を推薦する。 
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（２）産業クラスターの形成、イノベーション実現、新規創業促進、地域の中堅企業等を

核とした戦略産業の育成 

 ①取組内容 

産業クラスターの形成、イノベーション実現、新規創業促進、地域の中堅企業等を核 

とした戦略産業の育成等を図るため、企業支援、産学官連携の推進等、各種連携事業 

に取り組む。 

 

  ②具体的な事業 

事 業 名 ２ 
テレマーケティング関連産業立

地促進費補助金 
関係市町村 全市町村 

内 容 

・八戸市テレマーケティング関連産業立地促進費補助金及び雇用奨励金の交

付要件及び雇用奨励金対象者について、圏域住民に拡充する。 

効 果 
・テレマーケティング関連産業の定着及び事業拡大が期待される。 
・圏域全体の雇用創出が期待される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

関連企業の従業者数 1,230 人 

(H28 年 4月 1日) 

1,350 人 

(H34 年 4月 1日) 

事業費見込額 

(単位:千円) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

42,000 48,100 48,100 48,100 48,100 234,400 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 
・申請に係る書類の審査、通知、補助金及び奨励金を交付する。 
・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 
・当該従業員が町村民として住民登録があることを確認する。 
・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 
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事 業 名 ３ 成長産業立地等支援事業補助金 関係市町村 全市町村 

内 容 
・八戸市成長産業立地等支援事業補助金の交付対象者について、圏域内の企

業に拡充する。 

効 果 
・圏域内企業の成長産業分野への参入と受注拡大が期待される。 
・圏域内への新規企業立地が期待される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

成長産業参入企業数 
【分野別総計】 

５社 

(H27 年度) 
20社 

(H33 年度) 
事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

14,000 20,000 20,000 20,000 20,000 94,000 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 
・補助金交付に係る事務全般を行う。 
・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 
・事業者への制度周知を行う。 
・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

 

 

事 業 名 ４ 産学官共同研究開発支援事業 関係市町村 全市町村 

内 容 

・産学官共同研究に関する情報を収集し、圏域内の事業者等に情報を提供す 
る。 

・企業が大学等及び公設研究機関と連携して行う共同研究開発に対して経 

費の一部を助成する。 

効 果 

・圏域内の企業が取り組む技術開発や新製品開発等について、大学や公設試

験研究機関等が有する技術シーズの活用を推進することにより、地域産業

の高度化の促進が期待される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

本支援事業の採択企業 
数【累計】 

２件 

(H27 年度) 
10件 

(H33 年度) 
事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

3,415 3,600 3,600 3,600 3,600 17,815 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・事業を委託するとともに、連携町村や市内の事業者に対し、周

知を行う。 
・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 
・事業者への制度周知を行う。 
・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 
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事 業 名 ５ 
革新的ものづくり企業連携促進

事業 
関係市町村 全市町村 

内 容 

・国等の競争的資金の採択企業によるパネルディスカッションを行う「企

業交流サロン」を開催する。 
・地元企業の革新的な取組や、競争的資金獲得までの取組を圏域内の事業

者に周知し、企業の競争力強化を図る。 

効 果 

・競争的資金の申請件数・採択件数の向上が期待される。 
・企業の競争力強化が期待される。 
・革新的取組や競争的資金に挑戦する意識醸成が図られる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

企業交流サロンの平

均参加者数 

29.5 人/回 

(H27 年度) 

30人/回 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

546 550 550 550 550 2,746 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・企業交流サロンを開催する。 
・連携町村や市内の事業者に対し、事業の周知を行う。 
・必要な費用を負担する。 

連携町村 
・事業者への制度周知を行う。 
・「企業交流サロン」のパネラーとなる事業者を選定する。 
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事 業 名 ６ 研究開発型企業育成モデル事業 関 係 市 町 村 全市町村 

内 容 

・国等の施策に関する説明会を開催する。 
・圏域内事業所の訪問調査及び課題解決支援（競争的資金獲得支援等）を行 

う。 
・圏域内行政機関･支援機関内での情報交換会を開催する。 

効 果 

・専門家による企業訪問及び課題解決や施策説明会の開催を通じて、圏域内

企業における国・県等の競争的研究資金の利活用促進が期待される。 
・研究開発に先進的に取り組む圏域内企業が増加することにより、圏域内企

業のイノベーションが促進し、地域産業界への波及効果を生み出すことが

期待される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

専門家による企業訪問

件数 

56件 

(H27 年度) 

60件 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

2,069 2,070 2,070 2,070 2,070 10,349 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・事業を委託する。 
・受託事業者と連携した、情報交換会や施策説明会を開催する。 
・専門家による企業訪問活動の状況把握や側面支援（施策情報 

の提供等）を行う。 
・必要な費用を負担する。 

連携町村 
・情報交換会や施策説明会に参加する。 
・圏域内事業者支援情報の共有を行う。 
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事 業 名 ７ 
はちのへ創業・事業承継サポート

センター事業 
関 係 市 町 村 全市町村 

内 容 

・八戸市が設置している「はちのへ創業・事業承継サポートセンター」の事

業を圏域に拡充する。 
・各商工会と連携した創業及び事業承継に関する相談対応を行う。 
・サロン事業（セミナー、交流事業等）を実施する。 
・創業に関する情報発信を行う。 

効 果 
・創業者の増加及び円滑な事業承継により雇用の場の維持・創出及び地域活

力の向上が期待される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

起業件数【累計】 ５件 

(H27 年度) 

50件 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

13,069 13,070 13,070 13,070 13,070 65,349 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・創業支援拠点を設置するとともに、運営を八戸商工会議所に 

委託する。 
・連携町村や市内事業者等に対し、事業の周知を行う。 
・必要な費用を負担する。 

連携町村 
・町村内の商工会と連絡調整を行う。 
・事業者への制度周知を行う。 
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（３）地域資源を活用した地域経済の裾野拡大 

 ①取組内容 

地域資源を活用した地域経済の裾野拡大を図るため、国内外における販路拡大、圏域 

の重要な産業である農業支援及び立地環境を活かした企業誘致の推進等、各種連携事 

業に取り組む。 

 

  ②具体的な事業 

事 業 名 ８ 
他地域連携ビジネスマッチング

促進事業 
関 係 市 町 村 全市町村 

内 容 

・ものづくりに知見やネットワークのあるコーディネーターが、圏域内の事

業所を対象に企業訪問を行う。 
・製品･技術 PR レポートの作成やビジネスマッチングの場を創出するコー 

ディネート活動を実施する。 
・首都圏や東北域内で開催される企業展示会や商談会への出展を支援する。 
・出展展示や商談に当たって必要とされる営業力の強化に資する研修会や 

営業ツールの作成支援を行う。 

効 果 

・コーディネーターの活動により、圏域内事業所と他地域とのビジネスマッ

チングの場が創出され、企業が抱える課題解決や新規取引の契機となるこ

とが期待される。 
・展示会出展支援により、圏域内企業の新たな販路の開拓が期待されるとと

もに、独力で出展するためのスキル･ノウハウの習得を促す。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

コーディネート件数 42件 

（H27年度） 

60件 

（H33年度） 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

5,301 5,310 5,310 5,310 5,310 26,541 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・事業を委託する。 
・コーディネーターによる企業訪問に同行する。 
・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 
・コーディネーターによる企業訪問に同行する。 
・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 
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事 業 名 ９ 地場産品の販路拡大事業 関 係 市 町 村 全市町村 

内 容 

・首都圏、仙台圏、道南地域等のイベントに共同参画し、特産品、食など   

の販売、PR を実施する。 
・テレビ、雑誌等を活用した PR を実施する。 
・特産品、食に特化したパンフレットを作成する。 
・販路拡大に向けた連絡会を開催し、課題の整理、情報共有を行う。 

効 果 

・多くの消費者等に地域の魅力ある特産品の認知度を高めるとともに、商品

に対するマーケットの評価等の情報を得ることができる。 
・テレビ、雑誌等のメディアの露出を通じて、圏域の魅力を発信すること 

で、多くの方に関心を持ってもらうことができる。 
・販路拡大に向けた体制を構築・強化することにより、効果的な事業推進が

図られる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

商談成立件数 

【累計】 

－ 50件 

（H33年度） 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

5,363      

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・イベント出展やパンフレット作成の取りまとめ、メディア対 

応などを行う。 
・連絡会の事務局として会議日程調整、資料作成等を行う。 
・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 

・連絡会に出席して円滑な事業推進に向けた検討を行う。 
・イベントに共同参画する。 
・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 
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事 業 名 10 （仮称）マチニワ・マルシェ 関 係 市 町 村 全市町村 

内 容 
・現在整備を進めている三日町にぎわい拠点（通称マチニワ）において、関

係市町村の物産、食材を提供する「マルシェ」を開催する。 

効 果 

・中心市街地の中枢となる場所で開催することで、観光施策とも連携がしや

すく、パブリシティ効果も期待でき、圏域のブランドイメージと認知度の

向上が図られる。 
・利用制限が少なく自由な雰囲気のある場所で開催することで、新たな企画

（試食会、アンケート、サポーター、ＨＰ等）が生まれ、今後の商品開発

や販売促進が期待される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

開催時の来場者数 － 5,000 人/回 

（H33年度） 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

－      
活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・出展に関する全体の取りまとめを行う。 
・マルシェに出展するとともに、八戸市内の実施団体の決定を 

行う。 
・パンフレット等ＰＲ媒体の更新を行う。 
・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 
・マルシェに出展するとともに、出展団体に係る調整を行う。 
・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

 

 

事 業 名 11 
ナニャドヤラ廻道ふるさとフェス

タ 
関係市町村 全市町村 

内 容 
・圏域内の観光資源、地場産品、伝統芸能等、圏域一体となった総合的なフ

ェスティバルを開催する。 

効 果 
・来場者に当圏域の持つ様々な地域資源をＰＲすることで、魅力を再発見し

てもらい、地域の活性化につながることが期待される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

入場者数 

（2 日間の計） 

14,887 人 

(H28 年度) 

17,000 人 

（H33 年度） 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

－ 4,300 4,300 4,300 4,300 17,200 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・南部圏まちづくり推進協議会へ本事業を委託する。 

・広報紙等を通じてイベントをＰＲする。 

・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 
・広報紙等を通じてイベントをＰＲする。 

・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 
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事 業 名 12 海外販路拡大事業 関係市町村 全市町村 

内 容 

・海外で開催される物産展・プロモーション・展示会にブース出展等し、圏

域の企業の海外進出の足がかりとする。 
・海外で開催する商談会及び海外からのバイヤー招聘事業に、圏域の企業が

参加できるよう、情報提供等を行う。 
・各国の貿易関連情報（規制、手続等）を、圏域の担当部署と共有する。 

効 果 

・海外市場に関心はあるものの、ファーストステップが踏み出せない企業等

に対し、安心して進出できるプラットフォーム（物産展等）を提供し、ま

た、各種貿易関連情報を併せて提供することで、海外への販路拡大が期待

される。 
・様々な国に向けた商談機会を提供することで、複数の商流を確立し、為替

や国際情勢などの不安定要素に対するリスクヘッジが図られる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

取引成立（拡大）企業

数【累計】 

－ ５社 

（H33 年度） 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

9,125 9,130 9,130 9,130 9,130 45,645 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・海外において物産展・プロモーション・展示会等を開催する。 
・海外での商談会の開催及び海外からのバイヤー招聘事業を実 

施する。 
・各国の貿易関連情報を提供する。 
・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 

・海外で開催する物産展・プロモーション・展示会のほか、商  

談会及び海外からのバイヤー招聘事業について、各地域の企業

への参加案内をするとともに、取りまとめを行う。 
・八戸市から提供のあった貿易関連情報を各地域の企業へ情報 

提供する。 
・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 
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事 業 名 13 
求人・求職情報等無料ウェブサイト

運営事業 
関係市町村 全市町村 

内 容 

・八戸市が運用する求人・求職情報等無料ウェブサイト「はちのへジョブ市

場」を「八戸圏域ジョブ市場」に改め、圏域内の各企業の人材確保及び就

業に関する情報を集約・発信する。 
・ウェブサイトの周知・浸透を図る。 

効 果 

・圏域内の求人及び求職者に関する情報を集約・発信することにより、効果

的・効率的なマッチングが可能となり、求人事業所が求める人材の確保と

求職者の早期就職の促進につながる。 
・通勤可能な関係市町村において、多種多様な求人情報を発信することによ

り、市町村単独では改善が困難な職種によるミスマッチの雇用改善が期待

できるほか、早期の就職を支援することにより、若年者等の県外流出の減

少が期待できる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

新規求人登録件数 

【総計】 

87件 

(H27 年) 

400 件 

(H33 年) 

事業費見込額 

(単位:千円) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

2,819 1,200 1,200 1,200 1,200 7,619 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・求人・求職情報等無料ウェブサイト「八戸圏域ジョブ市場」  

を管理・運用する。 
・圏域内の求人・求職者情報の集約・発信する。 
・求人事業所開拓及び事業所訪問を行う。 
・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 

・広報紙等を活用し、求人・求職情報無料ウェブサイトを周知  

する。 
・求人・求職情報無料ウェブサイトの専用端末を設置し、住民  

の利用に供する。 

・求人事業所開拓及び事業所訪問をサポートする。 
・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 
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事 業 名 14 地域事業所人材獲得等支援事業 関係市町村 全市町村 

内 容 

・圏域内事業所の情報発信力の強化、採用力の向上、インターンシップの受

入体制の構築を支援するセミナーを開催する。 

・セミナー参加事業所を対象に人材確保に係る個別相談を実施する。 

・首都圏等で開催される就職・転職フェア等に出展するための経費の一部を 

助成する。 

効 果 

・圏域内事業所の人材不足の解消 

・ＵＩＪターン就職の促進 

・若年者（新規学卒）の人材流出の抑制 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

本事業を活用した事業

所のうち、人材を獲得し

た事業所数【累計】 

－ 
30社 

（平成 33年度） 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 
3,000 3,600 3,600 3,600 3,600 17,400 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 
・セミナー並びに個別相談に関する業務を委託する。 
・助成金交付に係る事務全般を行う。 
・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 ・事業者への制度周知を行う。 
・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

事 業 名 15 企業誘致セミナー開催事業 関係市町村 全市町村 

内 容 

・八戸市の企業立地環境・インセンティブ・八戸港等の魅力を首都圏・中部

圏でトップセールスする八戸セミナーにおいて、連携中枢都市圏の立地環

境・インセンティブ等についても総合的にＰＲする。 

効 果 ・圏域への新規企業立地が期待される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

参加者数 

（東京＋名古屋） 

450 人 

（H28年度） 

470 人 

（H33年度） 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 
6,927 7,100 7,100 7,100 7,100 35,327 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 ・講師・会場選定をはじめとしたセミナー運営全般を行う。 

・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 
・参加企業選定、ＰＲ媒体・資料作成のほかセミナー運営の支  

援を行う。 

・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 
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事 業 名 16 農業情報提供事業 関係市町村 全市町村 

内 容 
・圏域内の農業者を対象とした、「八戸市農業講座」を開催する等、生産技

術情報の提供を行う。 

効 果 
・生産技術情報を発信することにより、農業者の経営の安定が期待される。 
 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

農業講座受講者数 391 人 

(H27 年度) 

450 人 

（H33年度） 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

161 190 190 190 190 921 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・生産技術情報の提供等を目的とする八戸市主催「八戸市農業講

座」の開講に関する情報等を市民、並びに町村に周知する。 
・必要な費用を負担する。 

連携町村 ・「八戸市農業講座」の開講に関する情報等を住民に周知する。 

 

 

 

事 業 名 17 
新規就農者向け支援施策の情報発

信体制の一元化 
関係市町村 全市町村 

内 容 

・関係市町村における新規就農者向け情報発信媒体を一元化する。 
・関係市町村のホームページ等を利用し、圏域内における一体的な情報発信

を行う。 

効 果 

・新規就農希望者向け情報発信媒体を一元化することにより、関係市町村に

おいて、詳細な新規就農者の受け入れに関する情報を共有することが可能

になるとともに、新規就農希望者の利便性の向上が図られる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

認定新規就農者数 

【総計】 

58経営体 

(H27 年度) 

164 経営体 

（H33年度） 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

－ － － － － － 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・関係市町村の新規就農者向け支援に関する情報をまとめ、  

新規就農希望者向け情報発信媒体を作成し、連携町村に配付す

るとともに、八戸市ホームページ等において情報発信を行う。 

連携町村 
・新規就農希望者向け情報発信媒体を町村のホームページ等に 

掲載し、情報発信を行う。 
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事 業 名 18 農作業マッチング制度構築事業 関係市町村 全市町村 

内 容 

・定年退職者などの農作業サポーターと農作業の支援を希望する農業者との

マッチングに関する課題解決を図る。 

効 果 

・定年退職者などの農作業サポーターと農作業の支援を希望する農業者との

マッチングを促進することにより、農業労働力が確保される。 
・関係市町村が連携し、労働の周年化を検討することにより、労働力となる

定年退職者などの農作業サポーターにも働きやすい環境が整備される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

農作業マッチング件数

【総計】 

６件 

(H27 年度) 

12件 

（H33年度） 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

417 420 420 420 420 2,097 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・定年退職者等の農作業サポーター等と農作業の支援を希望す 

る農業者とのマッチングに関する課題の解決策を検討するた

めの農作業マッチング制度構築事業を実施する。 
・必要な費用を負担する。 

連携町村 ・農作業マッチング制度構築事業を八戸市とともに実施する。 

 

 

事 業 名 19 
南郷そば振興センター共同利用事

業 
関係市町村 八戸市、階上町 

内 容 

・八戸市及び階上町産のそばの乾燥・選別処理受入れに対応するため拡充した 

南郷そば振興センターの施設を、当該区域のそば生産者の利用に供する。 

効 果 
・南郷そば振興センターの共同利用により、八戸市及び階上町の区域内のそば 

生産の振興につながることが期待される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

そば作付面積 125ha 

(H27 年度) 

132ha 

（H33 年度） 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

9,120 9,120 9,120 9,120 9,120 45,600 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・南郷そば振興センターの施設を、八戸市及び階上町のそば生産者

の利用に供する。 
・必要な費用を負担する。 

連携町村 

・南郷そば振興センターについて、区域内のそば生産者に周知し、

積極的な利用を促進する。 
・八戸市と協議の上、施設の運営に要する費用の一部を負担する。 
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事 業 名 20 
畜産業及び畜産関連産業振興事

業 
関 係 市 町 村 全市町村 

内 容 
・八戸地域畜産関連産業振興ビジョンに基づき各種事業を実施する。 

効 果 
・圏域の畜産業及び関連産業の実情に即した関連施策を実施することにより、

地域経済の活性化が期待できる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

乳用牛、肉用牛、豚、採

卵鶏、肉用鶏の飼養頭羽

数 

乳牛 1,526 頭 乳牛 1,530頭 
肉牛 15,210 頭 肉牛 15,300頭 

豚 116,051頭 豚 136,000頭 

採卵鶏 3,684,451羽 採卵鶏 4,800,000羽 

肉用鶏 3,670,232羽 肉用鶏 4,100,000羽 

（H26年） （H34年） 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

2,041 2,100 2,100 2,100 2,100 10,441 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・八戸地域畜産関連産業振興ビジョンの進行管理を連携町村・ 

有識者等とともに行う。 
・ビジョンに掲げる各種事業を連携町村等とともに実施する。 
・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 
・ビジョンに掲げる各種事業を八戸市とともに実施する。 
・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 
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（４）戦略的な観光施策の展開 

①取組内容 

圏域全体の観光誘客を促進するため、戦略的な観光施策に取り組む。 

  ②具体的な事業 

事 業 名 21 八戸広域観光戦略推進事業 関係市町村 全市町村 

内 容 
・八戸広域観光戦略に基づき、各種事業を実施する。 

効 果 
・関係市町村や観光関係者等が一体となって各種事業を実施することで、圏

域の認知度向上と観光入込客数の増加が期待できる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

八戸広域観光ガイド 

ホームページ PV数 

－ 15,000PV 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

2,900      
活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・八戸広域観光戦略に掲げる各種事業を連携町村などと実施す

る。 

・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 

・八戸広域観光戦略に掲げる各種事業を関係市町村などと実施 

する。 

・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 
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事 業 名 22 グリーン・ツーリズム推進事業 関係市町村 
八戸市、三戸町、五戸町、 

田子町、南部町、階上町 

内 容 

・農家民泊に関しては、課題となっている受入農家維持・確保や育成などに

ついて、連携市町が協力し対策の検討に取り組む。 
・果物狩り等の各種体験メニューの充実を図り、ＰＲを推進する。 
・八戸市東京事務所を窓口として首都圏へのグリーン・ツーリズム情報の発

信を行うとともに、同事務所に受入窓口を設置する。 

効 果 
・一般市民等の交流人口の増加による経済波及効果が期待できる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

受入校数 ５校 

(H27 年度) 

11校 

（H33 年度） 

事業費見込額 

(単位:千円) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 6,000 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 ・関係市町で、農業観光ＰＲ、農業観光資源の開発、情報収集、

教育旅行受入等の事業を実施し、必要に応じて費用を負担す

る。 
・事務局は会長が属する市町の担当課が担う。 

連携町村 
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２ 高次の都市機能の集積・強化 

 

基本目標 現状値 目標値 

広域バス路線数 
16路線 

（H27年度） 

16路線 

（H33年度） 

主要拠点施設（※）における利用者数 
107万４千人 

（H27年度） 

124万４千人 

（H33年度） 

  ※八戸ポータルミュージアム、八戸ブックセンター、八戸市多賀多目的運動場、 

   八戸市新美術館、八戸市屋内スケート場の５施設を想定（H27 年度は、八戸ポータ

ルミュージアム、長根リンク、八戸市美術館の実績） 

  

（１）高度な医療サービスの提供 

①取組内容  

高度な医療サービスの提供に向け、各種連携事業に取り組む。 

  ②具体的な事業 

事 業 名 23 ドクターカー運行事業の充実・強化 関係市町村 全市町村 

内 容 
・ドクターカーに係る高度医療機器を整備する。 
・ドクターカーを活用した救急医療に効果的な装置・設備を整備する。 

効 果 

・医療機器及び救急医療に効果をもたらす装置や設備は、日々進歩してお 

り、高度な医療機器等を整備することにより、ドクターカーを活用した救

急医療の向上が期待される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

心肺停止傷病者の１か月

後の生存率 

7.2％ 

（H27 年） 

7.5％ 

（H33 年） 

事業費見込額 

(単位:千円) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

1,059      
活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・ドクターカー運行による救急活動をさらに向上させるため、

事業に必要な高度な医療機器等を導入する。 
・圏域内の医療機関等との連携及び調整に努める。 
・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 
・圏域内の医療機関等との連携及び調整に努める。 
・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 
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事 業 名 24 
（仮称）八戸市総合保健センター

整備事業 
関係市町村 全市町村 

内 容 

・総合的な医療・健康対策の充実を図るため、関連する機能を集約した拠点

施設として（仮称）八戸市総合保健センターを整備し、圏域住民の利用に

供する。 

効 果 
・総合的な医療・健康対策を推進することにより、住民一人ひとりが生涯を

通じて心身ともに健康で、生きがいのある生活を送ることが期待される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

休日夜間急病診療所利

用者のうち市外在住者

の割合 

18.2％ 

（H27 年度） 

20.0％ 

（H33 年度） 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

      
活用を想定す

る補助制度等 
地域活性化事業債 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・地域の保健医療関係団体と連携して（仮称）八戸市総合保健  

センターを整備・運営することとし、同センターのうち市が

整備する施設について関係町村と連携し圏域内における利活

用を推進する。 

・必要な費用を負担する。 

連携町村 
・（仮称）八戸市総合保健センターのうち市が整備する施設につ

いて、関係市町村と連携し圏域内における利活用を推進する。 
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事 業 名 25 高度医療従事者育成事業 関 係 市 町 村 全市町村 

内 容 

・三次救急及び母子周産期医療等の高度医療に従事する医師・看護師の医療

技術向上を図るため、各種研修・講習会への参加を支援する。 
・ドクターカーにおける医療活動に必要な資格取得を支援する。 

効 果 

・救命救急センター及び地域周産期母子医療センターで活動する医師・看護

師の全体的なレベルの向上を図ることにより、高度医療提供体制の維持・

向上が期待される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

研修参加者数 113 人 

（H27年度） 

117 人 

（H33 年度） 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 12,500 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・救命救急センター及び地域周産期母子医療センターの機能を 

維持・向上させるため、関係スタッフを各種研修・講習会に参

加させる。 
・救命救急センター及び地域周産期母子医療センターと圏域内 

の医療機関等との連携及び調整に努める。 

連携町村 
・救命救急センター及び地域周産期母子医療センターと圏域内 

の医療機関等との連携及び調整に努める。 
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（２）高度な中心拠点の整備・広域的公共交通網の構築 

① 取組内容  

高度な中心拠点を整備するとともに、広域的公共交通網の維持及び利便性の向上に向 

け、各種連携事業に取り組む。 

  ② 具体的な事業 

事 業 名 26 八戸圏域公共交通計画推進事業 関係市町村 全市町村 

内 容 

・広域路線バス上限運賃政策を引き続き実施する。 

・鉄道やバスの乗継環境の改善方策を検討する。 

・低床バス車両やＩＣカードの導入等を検討する。 

・関係市町村のまちづくりと連携するなどし、路線バスの利用促進を図る。 

・必要に応じ、計画の見直しを実施する。 

・バス路線維持に対する支援やコミュニティバスの運行など、計画の推進に

伴い必要となる事業を関係市町村において実施する。 

効 果 
・通勤・通学、通院、買物等の日常生活に欠くことのできない地域公共交通

が確保されることにより、圏域住民の生活の質の維持・向上が図られる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

広域バス路線数 16路線 

(H27 年度) 

16路線 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

8,837      

活用を想定す

る補助制度等 

特別交付税（地方バス路線運行維持対策） 

 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・連携町村及び交通事業者等との連携により、計画の推進を図 

る。 

・計画の推進に伴い必要となる事業を実施する。 

・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 

・八戸市及び交通事業者等との連携により、計画の推進を図る。 

・計画の推進に伴い必要となる事業を実施する。 

・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 
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事 業 名 27 美術館運営事業 関係市町村 全市町村 

内 容 

・文化施設が集積している八戸市の中心街に新美術館を整備し、連携町村と

連携しながら次の事業を展開する。 

１）グローカルミュージアム事業（調査研究、収集保存、展示等） 

２）アートエデュケーション事業（大学・高専連携、エデュケーションプ

ログラム開発等） 

３）アートのまちづくり推進事業（多文化推進、アートプロジェクト、情

報発信等） 

効 果 
・圏域における新しい文化や価値の創造が期待される。 
・アートを主軸とした人づくり、まちづくりが期待される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

年間来館者数 - 80,000 人 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

－ － －    
活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・美術館を整備・運営するとともに、関係町村と連携し、圏域内

における利活用を推進する。 
・必要な費用を負担する。 

連携町村 ・関係市町村と連携し、圏域内における利活用を推進する。 
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事 業 名 28 八戸ポータルミュージアム事業 関 係 市 町 村 全市町村 

内 容 

・八戸ポータルミュージアムを核として、次の事業を展開する。 
１）文化芸術活動振興事業 
２）ものづくり振興事業 
３）情報事業 

効 果 

・八戸ポータルミュージアムを核に開催されるアート関係のイベントや、圏

域住民が主催する文化活動などにより、文化芸術の振興や、圏域内の回遊

性の向上が期待される。 
・ものづくりをはじめとした創造的人材を呼び込み、活動支援を行うととも

に、ものづくりを通した圏域の活性化や賑わい創出が期待される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

圏域住民等主催の文化

芸術活動率 

20％ 

(H27 年度) 

25％ 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

38,307 37,000 37,000 37,000 37,000 186,307 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・八戸ポータルミュージアムを核として各種イベントを企画す 

るとともに、連携町村への情報提供、圏域内の中小企業、起業

希望者等に向けた情報発信を行う。 
・必要な費用を負担する。 

連携町村 

・八戸市から提供された情報を住民に周知する。 
・地域で活躍する人材の育成、及び地域資源に光を当てる創作 

活動と情報発信の場として活用する。 
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事 業 名 29 ブックセンター事業 関 係 市 町 村 全市町村 

内 容 

・八戸ブックセンターにおいて、圏域内の書店や関係機関と連携し、次の取

組を実施する。 
 １）セレクト・ブックストアの運営（選書、陳列、販売等） 
 ２）読書会ルーム、カンヅメブースの貸出 
 ３）企画事業（読書会、トークイベント、ギャラリー展示等）の実施 
 ４）ホームページ、ＳＮＳ、フリーペーパー等を活用した情報発信 等 

効 果 

・本と出会う新たな機会を創出するとともに、本を通じた交流やまちづくり

を推進することにより、圏域住民の豊かな心が育まれ、文化の向上が図ら

れることが期待される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

年間来館者数 - 90,000 人 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

87,838      
活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・八戸ブックセンターを運営するとともに、連携町村と連携し、

圏域内における利活用を推進する。 
・必要な費用を負担する。 

連携町村 ・関係市町村と連携し、圏域内における利活用を推進する。 

 

 

事 業 名 30 屋内スケート場運営事業 関 係 市 町 村 全市町村 

内 容 
・国際大会に対応するとともに、多目的に利用可能な、屋内スケート場を整

備・運営し、圏域住民の利用に供する。 

効 果 
・スピードスケートの底辺拡大と競技力向上が期待される。 

・各種イベントの開催などによる圏域の活性化が期待される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

利用者数（現状値は長

根リンク） 

74,533 人 

（H27年度） 

145,000人 

（H33年度） 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 
－ －     

活用を想定す

る補助制度等 

防災・安全交付金（国土交通省）、 
屋内スケート場整備促進事業費補助金（県） 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 
・屋内スケート場を建設・運営するとともに、連携町村と連携 

し、圏域内における利活用を推進する。 

・必要な費用を負担する。 

連携町村 ・関係市町村と連携し、圏域内における利活用を推進する。 
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事 業 名 31 多賀多目的運動場運営事業 関係市町村 全市町村 

内 容 

・地域の活性化並びに地域スポーツの振興を図るため、サッカーJ3 のスタ 

ジアム要件を満たす球技場をはじめ、多目的に利用可能な運動施設を運営

し、圏域住民の利用に供する。 

効 果 

・各種大会・スポーツイベントなどの開催により、地域の一体感や活力の創

出に寄与するとともに、圏域内外の交流人口の拡大により圏域経済の活性

化が期待される。 

・地域スポーツとトップスポーツの好循環の創出による競技力向上や、スポ

ーツに親しむ圏域住民が増加することにより、圏域住民の健康保持が期待

される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

多賀多目的運動場を本

拠地とするスポーツチ

ームの観客数 

－ 31,000 人 

 (H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 
60,500 60,500     

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 
・多賀多目的運動場を運営するとともに、連携町村と連携し、圏

域内における利活用を推進する。 

・必要な費用を負担する。 

連携町村 ・関係市町村と連携し、圏域内における利活用を推進する。 
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（３）高等教育機関等と連携した地域の人材育成 

① 取組内容  

高等教育機関等と連携し、人材育成及び地域振興に向け、各種連携事業に取り組む。 

  ② 具体的な事業 

事 業 名 32 eコマース人材育成事業 関係市町村 全市町村 

内 容 

・八戸学院大学地域連携研究センターと連携し、圏域の中小企業や個人事業

主（農家含む）、地場産品を幅広く扱う「道の駅」等の関係者、起業希望

者等を対象とした、ＥＣサイト※の運営にあたり必要となるスキルや知識

を得るための講座を開設する。 

・受講者間や研究員等の交流を図り、人的ネットワークを構築する。 

 

※インターネット上で商品を販売するウェブサイト 

効 果 
・ＥＣサイトの運営等に精通した人材の育成や、人的ネットワークの構築に

より、地場産品等の販路拡大や起業の促進が期待される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

講習会参加者数 － 20人 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

2,099 2,100 2,100 2,100 2,100 10,499 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・八戸学院大学・八戸学院短期大学地域連携研究センターに本事 
 業を委託する。 
・連携町村への情報提供、圏域内の中小企業、起業希望者等に  

向けた情報発信を行う。 
・必要な費用を負担する。 

連携町村 ・住民への事業周知を行う。 
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事 業 名 33 学生まちづくり助成金制度 関係市町村 全市町村 

内 容 

・学生や大学等が圏域内で取り組む地域振興や地域貢献、地域課題の解決を

目的とした事業又は活動の企画に対して助成金を交付する。 

・市民活動団体や住民組織が取り組む活動等を通じて、学生が行うまちづく

り活動に対して交通費等の実費を助成する。 

効 果 

・地域が持つ様々な地域課題の解決やまちづくり活動に取り組むことに  

より、地域課題に対する当事者意識の醸成が図られ、将来の圏域を担うリ

ーダーの育成につながる。 

・学生の社会参加の第一歩となるボランティアなどのまちづくり活動を支 

援することにより、地域貢献に対する意識醸成及びまちづくり活動への参

加促進につながる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

助成金交付件数 

【総計】 

28件 

(H28 年度) 

53件 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

1,596 1,600 1,600 1,600 1,600 7,996 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・事業の進捗管理を行う。 
・事業の周知や申請内容に対する関係課及び連携町村への意  

見照会、学生・大学等と関係機関や地域とのコーディネートを 
行う。 

・必要な費用を負担する。 

連携町村 

・事業の周知や申請内容に対する関係課への意見照会を取次  

ぐほか、学生・大学等と関係機関や地域とのコーディネートを

行う。 
 

事 業 名 34 学官連携地域シンクタンク 関 係 市 町 村 全市町村 

内 容 

・八戸工業大学、八戸学院大学、八戸工業高等専門学校の３校と八戸市が連

携して、地域の政策課題について調査研究するために設置する地域シンク

タンクについて、連携町村職員に参加の機会を提供する。 

効 果 ・職員の資質と能力の向上が期待できる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

参加市町村職員 ２人 

(H28 年度) 

２人 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 5,000 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 
・当該事業へ連携町村の職員が参加する機会を提供する。 
・必要な費用を負担する。 

連携町村 
・八戸市が実施する当該事業へ参画するプロジェクトメンバー

（職員）を推薦する。 
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３ 圏域全体の生活関連機能サービスの向上 

 

基本目標 現状値 目標 

合計特殊出生率 
1.47  

（平成 20～24年平均） 

1.62 

（平成 33年） 

転入者人口比率（転入者数／住基人口） 
2.78％ 

（平成 27年） 

2.78％以上 

（平成 33年） 

転出者人口比率（転出者数／住基人口） 
3.20％ 

（平成 27年） 

3.20％以下 

（平成 33年） 

年少者人口比率（年少者数／住基人口） 
11.95％ 

（平成 27年） 

11.95％以上 

（平成 33年） 
 
 

Ａ 生活機能の強化 

（１）医療体制の充実 

① 取組内容 

医療体制の充実を図るため、自治体病院間における医師の派遣体制の構築、ドクター 

カーの運行等、各種連携事業に取り組む。 

  ② 具体的な事業 

事 業 名 35 医師派遣事業 関 係 市 町 村 
八戸市、三戸町、 

五戸町、田子町 

内 容 
・五戸総合病院、三戸中央病院、田子診療所を対象に、医師充足数の実態に

応じて、八戸市立市民病院から医師を派遣する。 

効 果 

・病症の程度や回復の度合いに応じて、身近に適切な医療サービスを受けら

れる環境を整備するとともに、八戸市立市民病院への過度な依存を軽減す

ることにより、中核病院としての八戸市立市民病院の医療機能が維持さ

れ、圏域全体に高度な医療サービスを提供する体制が強化される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

派遣医師数 194 人 

（H27年度） 

196 人 

（H33年度） 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

20,810 20,800 20,800 20,800 20,800 104,010 

活用を想定す

る補助制度等 
特別交付税（病診連携等による地域医療の確保に対する措置） 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 
・医師の招聘に努めるとともに、関係町と協議の上、医師を派  

遣する。 

連携町村 ・医師の派遣に要する費用を負担する。 
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事 業 名 36 ドクターカー運行事業 関 係 市 町 村 全市町村 

内 容 ・八戸市立市民病院にてドクターカーを運行する。 

効 果 
・ドクターヘリとドクターカーの併用により、救急医療における地域格差が

緩和されるとともに、救急患者の救命率及び社会復帰率が向上する。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

出動件数 1,439 件 

（H27年度） 

1,500 件 

（H33年度） 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

12,918 12,900 12,900 12,900 12,900 64,518 

活用を想定す

る補助制度等 
特別交付税（病診連携等による地域医療の確保に対する措置） 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 ・ドクターカーの維持管理を関係市町村で共同して行い、協議の

上、必要な費用を負担する。 
連携町村 

 

 

事 業 名 37 
救急・母子周産期医療に関す

る医療人材育成事業 
関 係 市 町 村 

八戸市、三戸町、五戸町、 

南部町、おいらせ町 

内 容 

・八戸市立市民病院にて開催される救急医療、母子周産期医療に関する講習

会等について、圏域町村の救急告示病院や産科標榜病院※の医師・看護師

に対し、参加の機会を提供する。 
  ※圏域町村の救急告示病院、産科標榜病院（平成 25 年 4 月策定「青森

県保健医療計画」より） 
   救急告示病院：三戸中央病院、五戸総合病院、南部病院、 

南部町医療センター（名川病院）、おいらせ病院 
     産科標榜病院：五戸総合病院 

効 果 
・八戸圏域における救急医療、母子周産期医療に関する医療レベルの維持・

向上が期待される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

参加者数 － 20人 

（H33 年度） 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

355 300 300 300 300 1,555 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 
・八戸市立市民病院にて開催される当該分野の講習会等につい

て、連携町村の医師・看護師に対し、参加の機会を提供する。 

連携町村 

・必要に応じて、八戸市立市民病院で開催される当該分野の講 

習会等に、該当病院の医師・看護師を参加させる。 
・必要な費用を負担する。 
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事 業 名 38 周産期医療体制周知事業 関係市町村 全市町村 

内 容 

・周産期における医療体制等、関係町村の各種情報をまとめ、ホームページ 
等により、圏域の市町村の情報を発信する。 

・八戸市立市民病院におけるハイリスク妊婦及びハイリスク新生児の円滑な 
 受入に必要な情報を市町村間で共有し、情報提供を行う。 

効 果 
・周産期に関する各種情報の周知が図られるとともに、ハイリスク妊婦及び 
 ハイリスク新生児が速やかに適切な医療を受けられることにつながる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

ホームページＰＶ数 5,209ＰＶ 

（H27年度） 

5,300ＰＶ 

（H33年度） 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

－ － － － － － 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・ハイリスク妊婦等の円滑な受入に必要な情報を連携町村に提       

供する。 
・各種情報をまとめたホームページを作成し、連携町村と連携  

して情報発信を行う。 

連携町村 

・ホームページの内容を更新し、八戸市と情報を共有する。 
・八戸市と情報を共有し、ハイリスク妊婦等の受入について、   

八戸市立市民病院と連携する。 
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（２）子育て支援の充実 

① 取組内容  

子育て支援の充実を図るため、八戸市が実施している子育て支援事業の対象区域を拡 

大する等、各種連携事業に取り組む。 

  ② 具体的な事業 

事 業 名 39 一時預かり保育事業 関係市町村 全市町村 

内 容 

・八戸市の認定こども園・保育所・幼稚園において、家庭での保育が困難と

なった児童を一時的に預かる。 
・対象を連携町村の住民にも拡大し、圏域の子育て家庭の支援を行う。 

効 果 

・保護者の育児に対する心理的・身体的負担を軽減することにより、子ども

を安心して生み育てる環境の形成につながる。 
 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

実施箇所数 31箇所 

(H28 年度) 

34箇所 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

100,000 100,000 100,000 100,000 100,000 500,000 

活用を想定す

る補助制度等 
子ども・子育て支援交付金（内閣府） 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 
・当該事業の対象区域を拡大し、圏域住民の利用に供する。 
・必要な費用を負担する。 

連携町村 
・当該事業を住民に周知し、積極的な活用を促進する。 
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事 業 名 40 ファミリーサポートセンター事業 関係市町村 全市町村 

内 容 

・地域において育児援助を受けたい人（依頼会員）、行いたい人（提供会員）を

組織化し、会員同士の相互援助を図る。 
・対象を連携町村の住民にも拡充する。 

効 果 
・ライフスタイルに応じた子育て支援サービスの選択肢が増えることで、安心 

して子育てができる環境の充実につながる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

登録会員数 714 人 

(H27 年度) 

850 人 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

6,300 6,500 6,500 6,500 6,500 32,300 

活用を想定す

る補助制度等 
子ども・子育て支援交付金（内閣府） 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 
・当該事業の対象区域を拡大し、圏域住民の利用に供する。 
・必要な費用を負担する。 

連携町村 
・当該事業を住民に周知し、積極的な活用を促進する。 

 

 
 

事 業 名 41 子育てつどいの広場事業 関係市町村 全市町村 

内 容 

・八戸市が八戸ポータルミュージアム内の「子育てつどいの広場」の利用対象を 
連携町村の住民にも拡充し、圏域の子育て世代の交流の場として活用する。 

・子育てつどいの広場は、地域の子育て支援の拠点施設として、親子を対象とし

た常設型の交流の場とする。 
・子育てに関する相談・援助活動や子育て関連講座等を実施する。 

効 果 
・市町村の行政区域の枠を超えて、子育て世代の交流の輪が広がることにより、

圏域の子育て世代同士の多様な支えあいにつながる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

利用者数 52,408 人 

(H27 年度) 

52,500 人 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

14,983 15,000 15,000 15,000 15,000 74,983 

活用を想定す

る補助制度等 
子ども・子育て支援交付金（内閣府） 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 
・当該事業の対象区域を拡大し、圏域住民の利用に供する。 
・必要な費用を負担する。 

連携町村 
・当該事業を住民に周知し、積極的な活用を促進する。 
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事 業 名 42 子育てサロン支援事業 関 係 市 町 村 全市町村 

内 容 

・小学校入学前の子どもと親の交流を目的として、地区公民館・児童館等を

拠点に八戸市内 21 地区で子育てサロン事業を行う。 
・対象を連携町村の住民にも拡充し、圏域住民の子育て世代の交流を促進す

る。 

効 果 
・市町村の行政区域の枠を超えて、子育て世代の交流の輪が広がることによ 

り、圏域の子育て世代同士の多様な支え合いにつながる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

実施地区数 21地区 

(H28 年度) 

21地区 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

2,194 1,500 1,500 1,500 1,500 8,194 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 
・当該事業の対象区域を拡大し、圏域住民の利用に供する。 
・必要な費用を負担する。 

連携町村 ・当該事業を住民に周知し、積極的な活用を促進する。 

 

 

事 業 名 43 地域子育て支援拠点事業 関 係 市 町 村 全市町村 

内 容 

・八戸市の認定こども園・保育所等において、子育てに関する相談・援助、

子育て関連情報の提供、子育てに関する講習等を実施する。 
・対象を連携町村の住民にも拡大し、圏域の子育て親子の交流を促進する。 

効 果 
・子育て世代の交流の場を形成し、圏域住民同士の結びつきを高めることが

できる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

実施箇所数 15箇所 

(H28 年度) 

15箇所 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

54,768 54,700 54,700 54,700 54,700 273,568 

活用を想定す

る補助制度等 
子ども・子育て支援交付金（内閣府） 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 
・当該事業の対象区域を拡大し、圏域住民の利用に供する。 
・必要な費用を負担する。 

連携町村 
・当該事業を住民に周知し、積極的な活用を促進する。 
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（３）高齢者福祉の充実 

① 取組内容  

高齢者福祉の充実を図るため、高齢者福祉に関する合同研修会の開催、成年後見制度 

の利用促進等、各種連携事業に取り組む。 

  ② 具体的な事業 

事 業 名 44 高齢者福祉合同研修会等の開催 関係市町村 全市町村 

内 容 

・認知症や虐待などの各種困難事例に対応するため、専門の医師や研究者を

招くなどして合同研修会を開催する。 

効 果 

・圏域内で共通の情報を得ることで、圏域全体で支援の質を高めることがで

きる。 
・合同開催にすることで、関係市町村の予算負担や開催にかかるマンパワー

を減らすことができる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

研修会等出席者数 129 人 

(H28 年度） 

200 人 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

216 200 200 200 200 1,016 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・開催のための全般的な取りまとめをするとともに、合同研修 

会に従事する。 
・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 

・事前の打合せに出席するとともに、研修当日までの準備を行 

い、当日従事する。 
・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 
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事 業 名 45 あんしんカード事業 関係市町村 全市町村 

内 容 

・認知症等により徘徊して自宅に戻れなくなる可能性がある方の情報を登 

録し、保護された際、ご家族等に連絡する仕組を作る。 
・圏域内での徘徊登録者の情報連携を図る。 
・登録者には登録番号等を記載したカード等を配布する。 

効 果 
・圏域内の情報を共有することで、市町村間の円滑な調整が図られ、ご家族

等への早期の連絡につなげる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

登録者総数 375 人 

（H28 年度） 

725 人 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

26 30 30 30 30 146 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 
・市内登録者の台帳整備等を行う。 
・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 
・町村登録者の台帳整備等を行う。 
・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 
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事 業 名 46 救急医療情報キット配付事業 関係市町村 全市町村 

内 容 
・関係市町村の災害時要援護者（避難行動要支援者）等に対し、かかりつけ

医療機関、持病等の情報を保管する救急医療情報キットを配付する。 

効 果 

・事業導入により災害時要援護者（避難行動要支援者）等の急病、事故、災

害等の救急時における、救急隊員の迅速な対応が期待できる。 
・圏域で共通の仕様とすることで、救急隊員が迅速に情報を把握できる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

新規配付対象者への

普及率 

－ 90％ 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

3,952 40 40 40 40 4,112 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・事業に係る情報提供及び調整を行う。 
・八戸市及び連携町村におけるキットの必要数を把握し、一括 

購入後に各連携町村へ納品する。 
・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 

・各自治体管内の配付対象者に救急医療情報キットを配付し、 

配布状況を管理する。 
・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

 

事 業 名 47 成年後見制度利用促進事業 関 係 市 町 村 全市町村 

内 容 

・成年後見制度の利用促進を図るため次の取組を行う。 

１）市民後見人の養成・推進 

２）研修・啓発 

効 果 

・成年後見制度の利用を促進することで、判断能力が低下した人の虐待や消

費者被害の未然防止が図られる。 
・市民後見人の養成により、圏域全体の福祉向上が期待される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

研修会参加者数 － 100 人 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

388 300 3,000 500 500 4,688 

活用を想定す

る補助制度等 
地域医療介護総合確保基金（県 10/10） 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・講座及び市民後見人養成研修を実施する。 

・制度の普及啓発・研修の周知を行うとともに、市民後見人を  

養成する。 

・必要な費用を負担する。 

連携町村 

・講座及び市民後見人養成研修を実施する。 
・制度の普及啓発・研修の周知を行うとともに、市民後見人を  

養成する。 
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（４）障がい者福祉の充実 

① 取組内容  

障がい者福祉の充実を図るため、合同研修会を開催するとともに、圏域内の審査判定 

事務を八戸市の設置する審査会において実施する等、各種連携事業に取り組む。 

  ② 具体的な事業 

事 業 名 48 障がい者福祉合同研修会等の開催 関係市町村 全市町村 

内 容 

・発達障がいや虐待などの各種個別事例に対応するため、専門の医師や研究

者を講師とした合同研修会等を開催する。 

効 果 

・各種個別事例に対応するため、合同研修会等の開催は、職員及び関係者の

能力や資質を向上させ、障がい者福祉サービスの向上につながることが期

待される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

参加者数 159 人 

(H27 年度） 

180 人 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

465 470 470 470 470 2,345 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 
・障がい者福祉合同研修会等を開催する。 
・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 

・障がい者福祉合同研修会等の企画に参画するとともに、当該 

研修会等に職員を参加させる。 
・福祉サービス事業に携わる関係者や福祉に関心のある住民等 

に当該研修会等を周知し、積極的な参加を促進する。 
・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 
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事 業 名 49 
障害支援区分判定審査事務の共

同実施 
関 係 市 町 村 全市町村 

内 容 
・障害者総合支援法の規定に基づき、市町村が行う障害支援区分判定事務に

ついて、圏域内の事務を八戸市の審査会において実施する。 

効 果 
・審査事務を一括して実施することで、事務の効率化により福祉サービスの

向上が期待される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

審査件数 686 件 

(H27 年度) 

720 件 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

20,372 20,380 20,380 20,380 20,380 101,892 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 
・審査会において圏域内の審査判定事務を実施する。 
・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 

・八戸市が設置する審査会において実施する審査判定事務につ 

いて、住民に情報を提供する。 
・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 
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（５）中小企業従事者の福祉向上 

① 取組内容  

中小企業従事者の福祉向上を図るため、八戸市勤労者福祉サービスセンターの会員資 

格を圏域内の中小企業従事者に拡大する等、各種連携事業に取り組む。 

  ② 具体的な事業 

事 業 名 50 
勤労者福祉サービスセンター事

業 
関係市町村 全市町村 

内 容 
・圏域の中小企業の従業員の福利厚生事業を実施する。 
・勤労者福祉サービスセンターへの加入を促進する。 

効 果 

・福利厚生経費の負担軽減を図ることにより、圏域中小企業の経営安定化が

図られる。 
・圏域中小企業勤労者の福祉の向上、地域企業の振興、地域社会の発展につ

ながる。 
・圏域中小企業の福利厚生等の充実を図ることにより、早期離職者の減少が

期待できる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

会員数 1,434 人 

(H28 年) 

1,454 人 

(H34 年) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

2,641 2,600 2,600 2,600 2,600 13,041 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 
・サービスセンターの運営にあたる。 
・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 
・広報紙等により加入促進活動を行う。 
・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



43 

 

（６）消費者支援の充実 

① 取組内容  

消費者支援の充実を図るため、消費生活に係る意識啓発・相談体制の充実・強化等、 

各種連携事業に取り組む。 

  ② 具体的な事業 

事 業 名 51 
消費生活に係る意識啓発・相談体制

の充実・強化 
関係市町村 全市町村 

内 容 
・八戸圏域消費生活相談事業を行う。 
・消費者講座及び若年者向け出前消費者講座を開催する。 

効 果 

・専門相談員の対応により、住民サービスの向上が図られるとともに、広  

域的な情報収集が可能となることから、圏域全体の消費者被害の未然防止

や早期解決が図られる。 
・広域的な消費者教育・啓発事業の推進により、圏域全体の消費生活に関  

する知識の向上及び消費者被害の未然防止が図られる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

消費者講座への参加者数 1,319 人 

(H27 年度) 

1,700 人 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位:千円) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

11,917 11,920 11,920 11,920 11,920 59,597 

活用を想定す

る補助制度等 

地方消費者行政推進事業費補助金（消費者庁） 

関係市町村の 

役 割 分 

八戸市 

・圏域住民からの消費生活相談に対応する。 
・八戸市消費生活センターの維持・充実を図るための事業を     

行う。 
・消費者講座の企画、実施及び周知広報を行う。 
・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 

・八戸市消費生活センターと連携する相談窓口を設置する。 
・消費者講座の企画及び実施への協力、周知広報を行う。 
・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 
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（７）社会教育の充実 

① 取組内容  

社会教育の充実を図るため、圏域市町村が実施する講座開催の情報交換を行うととも 

に、社会教育施設の相互利用を図る等、各種連携事業に取り組む。 

  ② 具体的な事業 

事 業 名 52 生涯学習情報提供事業 関係市町村 全市町村 

内 容 

・八戸市民大学講座や関係市町村が実施している講座などについて、圏域内

の情報を収集・共有する体制を整備する。 
・広報紙やホームページなどの広報媒体を活用して地域住民への周知を強 

化する。 

効 果 
・生涯学習情報を相互に収集・共有することにより、圏域住民の学習機会の

選択肢が増える。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

市民大学講座受講者数

と修了者数 

6,526 人/132人 

(H27 年度) 

6,600 人/140人 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

8,241 8,200 8,200 8,200 8,200 41,041 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 ・生涯学習情報の相互情報提供体制を整備する。 
・必要な費用を負担する。 

連携町村 
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事 業 名 53 図書館相互利用事業 関係市町村 全市町村 

内 容 

・圏域内住民であれば、関係市町村が定める図書館・図書室において、身分

証明書の提示等により、利用者登録し、貸し出し可能とする。 

・圏域内の保育園・幼稚園や小学校、団体等に団体貸し出しを行う※。 

・図書館の相互利用について周知を行う。 

 

 ※圏域内への団体貸し出しを可能としている図書館・図書室に限る。 

効 果 

・圏域内の図書館・図書室の利用者並びに交流人口の増加が見込まれる。 

・従来であれば、利用者が居所以外の図書館を利用する際、居所の図書館か

ら青森県内図書館共通利用券の発行を受ける必要があるが、その手間を省

き、利用者の利便性向上を図る。 

・本に触れ合う機会の創出、増加を図る。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

人口 100人当たりの貸 

出冊数 

277 冊 

(H27 年度) 

297 冊 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

－ － － － － － 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 ・関係市町村と連携し圏域内における図書館・図書室の利活用  

を推進するとともに、図書館・図書室の充実を図る。 
連携町村 
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（８）学校教育の充実 

① 取組内容  

学校教育の充実を図るため、文化・スポーツ施設等の公共施設を活用した広域的な体 

験学習を支援する等、各種連携事業に取り組む。 

  ② 具体的な事業 

事 業 名 54 広域的体験学習支援事業 関係市町村 全市町村 

内 容 

・圏域内にある公共施設を活用した体験学習を行うことにより、児童の生き

る力を育む。 
・圏域内の小学生が、施設を利用した体験学習を行う際のバス借上料及び入

館料を支援する。 

効 果 

・圏域内の施設を活用した体験学習を行うことにより、児童の心にふるさと

への「愛着」や「誇り」を育むことが期待される。 
・圏域内の公共施設の相互活用を進めることにより、体験プログラムの充実

が期待される。 
・体験活動や教育活動の充実が期待される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

圏域内小学校の利用割

合 

80％ 

（H27年度） 

90％ 

(H33 年度） 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

12,632 13,800 13,800 13,800 13,800 67,832 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・各校からの体験活動計画や申請を取りまとめる。 
・バス会社との契約や公共施設との連絡、経費の支出事務を  

行う。 
・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 

・町村内の小学校へ事業の周知と連絡を行う。 
・町村内の公共施設に事業の周知と連絡を行う。 
・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 
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（９）高等学校の地域活動促進 

① 取組内容  

高等学校の地域活動を促進するため、地域と高等学校の交流を図るとともに、生徒の 

地域活動に対して助成する等、各種連携事業に取り組む。 

  ② 具体的な事業 

事 業 名 55 
高校生地域づくり実践プロジェク

ト 
関 係 市 町 村 全市町村 

内 容 

・高等学校の生徒が圏域内で取り組む地域振興や地域貢献、地域課題の解決

等を目的とした事業又は活動の企画に対して助成金を交付する。 

・助成事業終了後には事業の成果報告会を開催し、地域等と高等学校・生徒

の交流促進を図る。 

・高等学校による地域活動の促進を図るため、高等学校及び地域住民を対象

としたセミナーや高校生を対象とした交流会を開催する。 

効 果 

・地域が持つ様々な地域課題の解決等に取り組むことにより、地域課題に対

する当事者意識、地域への愛着や誇りの醸成につながる。 

・地域の活性化に携わる経験を通じて、地元定着の促進や大学等への進学後

に、より実践的に課題解決する熱意と専門性を持った人材に成長して、地

域に帰ってくることが期待される。 

・地域活性化の活動等を通じて、地域人材の育成を担う高等学校に対する地

域内外の評価向上や学校の魅力化につながる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

地域活動支援件数 

【累計】 

― 

 

20件 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

1,573 1,580 1,580 1,580 1,580 7,893 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・事業全般の実施及び進捗管理を行う。 

・事業の周知や申請内容に対する関係課及び関係町村への意見 

照会、高等学校と関係機関、地域等とのコーディネートを行う。 

・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 

・事業の周知や申請内容に対する関係課への意見照会の取次ぎ 

のほか、高等学校と関係機関、地域等とのコーディネートを行

う。 

・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 
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（１０）スポーツ活動の機会の充実 

① 取組内容  

スポーツ活動の機会充実を図るため、八戸市が実施しているスケート振興に係る対象 

者を圏域内の町村に拡充する等、各種連携事業に取り組む。 

  ② 具体的な事業 

事 業 名 56 
氷都八戸パワーアッププロジェク

ト 
関係市町村 全市町村 

内 容 

・八戸市が実施している次の事業について、対象を連携町村にも拡充し、ス

ケート振興を図る。 
１）幼稚園・保育所・小学校のスケート教室への指導者派遣 
２）小学生を対象としたスピードスケート教室の開催 
３）小中学生選手の練習送迎バス（八戸～盛岡間）の運行 
４）中学生選手へのスピードスケート靴購入に係る費用の一部負担 

効 果 
・スケートに親しむ子ども達の増加や、小中学生の競技人口増加と競技力向

上が図られ、国内３番目となる屋内スケート場の活用促進につながる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

スピードスケート教室

の実施回数 

９回 

（H27 年度） 

９回以上 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

5,828 5,830 5,830 5,830 5,830 29,148 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 
・当該事業の対象区域を拡大し、圏域住民の利用に供する。 
・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 
・当該事業を住民に周知し、積極的な活用を促進する。 
・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 
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（１１）不法投棄の防止 

① 取組内容  

廃棄物の不法投棄を防止するため、圏域内各市町村が共同して対策を講じる等、各種 

連携事業に取り組む。 

  ② 具体的な事業 

事 業 名 57 不法投棄防止事業 関係市町村 全市町村 

内 容 

・関係市町村が共同して、パトロールの実施、監視カメラ、センサーライ  

ト、不法投棄防止看板の設置、広報活動の強化など、不法投棄防止のため

の各種対策を講じる。 

効 果 

・関係市町村が共同して、不法投棄防止のための各種対策を講じることに 

より、不法投棄者への抑止力となり、不法投棄の減少につながることが期

待される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

合同パトロールの実施

回数 

年１回 

（H27 年度） 

年１回以上 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

      
活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

 

八戸市 ・各種不法投棄防止対策を共同して実施する。 
・必要な費用を負担する。 

連携町村 
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（１２）安全・安心なまちづくりの推進 

① 取組内容  

安全・安心なまちづくりを推進するため、災害や暮らしの安全・安心に関する情報の 

電子メールによる配信及びその利用者の拡大を進めるとともに、福祉避難所を指定す 

る等、各種連携事業に取り組む。 

  ② 具体的な事業 

事 業 名 58 安全・安心情報発信事業 関係市町村 全市町村 

内 容 

・関係市町村の住民ニーズに合わせた各種情報や災害情報などを各市町村が 

独自に発信する。 
・ホームページ、チラシ配布等により加入促進啓蒙活動を行う。 

効 果 
・圏域内の各市町村の安全・安心情報をメールにて入手することにより、災 

害や犯罪に対して、初期の段階で対応することができる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

登録件数割合 16.69％ 

(H27 年度) 

26％ 

（H33 年度） 

事業費見込額 

(単位:千円) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

2,457 2,200 2,200 2,200 2,200 11,257 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・関係市町村が安全・安心に関する独自の情報を配信できる安全 
・安心情報システムの構築及び改修を行い、当該作業に要する

費用を負担する。 
・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 
・同システムを活用し、住民に安全・安心情報メールを配信する。 
・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 
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事 業 名 59 
福祉避難所の設置及び圏域での相

互利用 
関係市町村 全市町村 

内 容 

・災害時において、特別な配慮が必要な方を受け入れ対象としている福祉避 
 難所について、民間福祉施設などを当該避難所に指定し、圏域での相互利用

を促進する。 

効 果 
・福祉避難所を整備し、災害時に相互利用を行うことにより、災害時の安全・

安心が推進される。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

福祉避難所数 166 箇所 

(H27 年度) 

176 箇所 

（H33 年度） 

事業費見込額 

(単位:千円) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

      
活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 ・福祉避難所の指定を行う。 
・要配慮者の受入れ及び関係市町村が所管する施設の整備に要 

する費用を負担する。 連携町村 
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Ｂ 結びつきやネットワークの強化 

 

（１）地域内外の住民との交流・移住促進 

① 取組内容  

地域内外の住民との交流を促進するため、移住や結婚に関する支援を行う等、各種連 

携事業に取り組む。 

  ② 具体的な事業 

事 業 名 60 移住・交流推進事業 関 係 市 町 村 全市町村 

内 容 

・圏域の魅力や関係市町村の各種情報・取組などを紹介したＰＲパンフレッ 

トを作成する。 

・パンフレット掲載情報のほか、圏域のより幅広い情報を集約した移住・交  

流ポータルサイトを開設する。 

・首都圏での移住相談会を共同開催するほか、関係団体主催の移住交流イベ 

ントなどへ共同で出展する。 

・「移住コーディネーター」や「定住支援員」を圏域内に配置し、八戸市東

京事務所内の「観光・ＵＪＩターン窓口」などと連携するなど、移住希望

者の様々な要望や相談に対応する体制を構築する。 

効 果 

・大規模な需要が潜在している首都圏に向けて、関係市町村それぞれの持つ 

魅力を一体的に発信することにより、様々なニーズやライフスタイルに対

応した多様な魅力を持った圏域であることをアピールでき、移住・交流の

促進につながる。 

・移住相談に適切に対応できる体制を構築・強化することにより、移住・交  

流の促進につながる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

移住相談件数 99件  

(H27 年度) 

297 件 

（H33 年度） 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 
8,852 6,900 8,900 6,900 8,900 40,452 

活用を想定す

る補助制度等 
特別交付税（移住・定住対策） 
 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・関係市町村の移住・交流に係る情報を取りまとめ、パンフレ  

ットの作成やポータルサイトの開設・運営を行うとともに、移

住相談窓口の設置・運営を行う。 

・圏域における移住・交流の促進に向けた取組に係る調整・取  

りまとめを行う。 

・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 
・移住・交流に係る情報を八戸市に提供する。 

・共同して移住・交流の促進に向けた取組を実施する。 

・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 
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事 業 名 61 縁結び支援事業 関係市町村 全市町村 

内 容 

・関係市町村で連携して若者の出会いを創出する組織を設立する。 

・圏域の結婚支援に関する情報を共有して相互に情報発信を行う。 

・商工関係者等の民間とも連携し、地域特性に合った結婚支援を共同で実施

する。 

効 果 

・関係市町村が連携して情報発信し、若者に対する「出会いの場」の創出・

拡大が図られることにより、結婚に向けた機会の増加が期待される。 
・事業をとおして、八戸圏域に対する文化的理解の深化を図ることにより、

若者の定住意識の高揚が期待される。 
・情報伝播による圏域における若者の結婚を支援する機運の醸成が期待さ 

れる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

参加者数 － 120 人 

（H33 年度） 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

2,162 2,000 2,000 2,000 2,000 10,162 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・地域特性に合った結婚支援に係る事業を実施する。 
・結婚支援に係る情報の取りまとめと情報発信を行う。 
・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 

・地域特性に合った結婚支援に係る事業を実施する。 
・結婚支援に係る情報を八戸市へ提供する。 
・八戸市から提供された情報を住民に発信する。 
・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 
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Ｃ 圏域マネジメント能力の強化 

（１）圏域内市町村職員の育成 

① 取組内容  

圏域内市町村職員の育成を図るため、合同研修を開催する等、各種連携事業に取り組 

む。 

  ② 具体的な事業 

事 業 名 62 職員合同研修の開催 関係市町村 全市町村 

内 容 
・八戸市が実施している各種職員研修プログラムについて、連携町村職員に

参加の機会を提供する。 

効 果 

・職員の資質と能力の向上が期待できる。 
・関係市町村職員間の交流により、人的なネットワークの広がりが期待され

る。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

圏域内市町村職員の資

質と能力の向上及び各

市町村職員間の交流の

満足度 

－ 80％ 

（H33年度） 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

1,603 1,600 1,600 1,600 1,600 8,003 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・職員研修を行う際に、連携町村職員に対して当該研修への参加

の機会を提供するとともに、必要に応じて専門家の招聘等を行

う。 
・必要な費用を負担する。 

連携町村 ・八戸市が実施する職員研修に職員を派遣する。 
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（２）女性の活躍促進 

① 取組内容  

女性の活躍を促進するため、女性チャレンジ講座を開催する等、各種連携事業に取り 

組む。 

  ② 具体的な事業 

事 業 名 63 女性チャレンジ講座開催事業 関係市町村 全市町村 

内 容 
・女性を対象としたビジネススキル養成講座や行政講座などを開催する。 

効 果 

・講座の受講により、職場などでの地位向上に必要なビジネススキルの習得 

や参加者同士の職業・業種を超えたネットワークの構築、参加者の自己啓

発・自己研鑽につながる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

女性チャレンジ講座受

講生数 

(H23度からの累計） 

125 人 

(H27 年度) 

230 人 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位:千円) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

1,767 1,770 1,770 1,770 1,770 8,847 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 ・事業計画案を作成するとともに、受講生募集チラシ作成する。 
・必要な費用を負担する。 

連携町村 
・事業内容を提案する。 
・募集チラシの内容を提案する。 
・受講生募集や周知を行う。 
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（３）ＮＰＯ等の活動促進 

① 取組内容  

ＮＰＯ等の活動を促進するため、八戸市市民活動サポートセンターが有する機能を圏 

域に拡大する等、各種連携事業に取り組む。 

  ② 具体的な事業 

事 業 名 64 
市民活動サポートセンターの運

営 
関係市町村 全市町村 

内 容 

・市民活動サポートセンター登録要件を「活動地域に圏域内市町村が含まれ

る市民活動団体」に拡大する。 
・ホームページや情報誌などにより、市民活動に関する情報の収集・提供を

行う。 
・情報交流サロンやワークステーションなどの施設及び設備を提供する。 
・交流会の開催などによる登録団体間のネットワークづくりを行う。 
・市民活動団体の設立や運営などに関する各種相談業務を実施する。 

効 果 

・市民活動団体の登録の要件を拡大することで、圏域全体における地域づく

りの担い手となる団体の存在や活動の把握につながる。 
・市民活動サポートセンターを核に関係市町村が連携を強化し、センターが

有する機能を活用することで、圏域内の市民活動団体の自立的・継続的な

活動の促進につながる。 

成 果 指 標 

指標 現状値（調査時点） 目標値（達成年・年度） 

市民活動サポートセ

ンター登録団体数 

207 団体 

(H27 年度) 

240 団体 

(H33 年度) 

事業費見込額 

(単位 :千円 ) 

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 計 

8,509 8,510 8,510 8,510 8,510 42,549 

活用を想定す

る補助制度等 
－ 

関係市町村の 

役 割 分 担 

八戸市 

・市民活動サポートセンターにおいて、圏域内の市民活動団体 

の登録及び施設・設備の提供、各種相談業務などを行う。 

・市民活動に関する各種情報を収集し、関係町村及び圏域住民 

に提供する。 

・連携町村と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携町村 

・八戸市から提供を受けた各種情報を発信する。 

・市民活動の促進を図る講座などを実施する際の場を提供する。 

・市民活動サポートセンターのＰＲ、市民活動団体の交流促進 

に向けた取組へ参画する。 

・関係市町村と協議の上、必要な費用を負担する。 
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４ 推進体制 

（１）八戸圏域連携中枢都市圏関係市町村長会議 

   圏域内の市町村の長により構成し、連携中枢都市圏の取組に関する連絡調整を図

るため、毎年度、会議を開催する。 

   また、実務的な調整・検討を行うため、次の会議を必要に応じて開催する。 

① 関係市町村担当課長会議 

        圏域内の市町村の企画担当課長で構成し、関係市町村長会議やビジョン懇談

会へ付議する案件の協議・検討、圏域間の全体調整等を行う。 

② ワーキング・グループ会議 

連携する事業の分野毎に、圏域内の市町村の実務担当者で構成し、具体的な

事業内容の協議・検討等を行う。 

③ 庁内連絡会議（八戸市） 

       連携事業を所管・実施する担当課長で構成し、連携事業に関する協議・調整

等を行う。 

 

（２）八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン懇談会 

圏域内の民間や地域の関係者で構成し、連携中枢都市圏ビジョンの進捗管理や策

定に当たって、関係者の意見を幅広く聴取するため開催する。 
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付 属 資 料 
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八戸圏域連携中枢都市圏ビジョンの主な策定経緯 

実施時期 内容 

H28年 

5月 23 日(月) 

 

第１回八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン懇談会 

案件： ①八戸圏域定住自立圏の取組について 

②連携中枢都市圏の制度概要等について             

③連携中枢都市圏の形成に向けたこれまでの検討状況について 

④八戸圏域連携中枢都市圏ビジョンの策定に関する基本方針につ 

いて      

  6月上旬～ ワーキンググループ会議開始（15分野） 

開催分野：広域観光、農業、結婚支援、移住・交流、商工業、雇用、 

販路拡大、医療、公共交通、男女共同参画、NPO活動、 

消費生活、高齢福祉、スポーツ、図書館 

 7月 14日(木) 第２回八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン懇談会 

案件： ①第１回「八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン懇談会」構成員の発  

言に係る対応･回答について 

②八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン（１次案）について 

10月 13日(木) 

 

第３回連携中枢都市圏ビジョン懇談会 

案件： ①第２回「八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン懇談会」構成員の発   

言に係る対応･回答について 

②八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン（２次案）について  

10月 17日(月) 

 

第１回八戸圏域定住自立圏関係市町村長会議 

案件： ①これまでの経過と今後のスケジュールについて 

②連携協約（素案）について 

③八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン（２次案）について     

④連携事業（案）及び費用負担の考え方について 

12月 01日(木) 

 

第２回八戸圏域定住自立圏関係市町村長会議 

案件： ①中核市移行式・連携中枢都市宣言について 

②連携中枢都市圏形成に係る連携協約の締結及び定住自立圏形成 

協定の廃止等に係る手続きについて 

11月中旬 

～12月下旬 

市町村議会への経過報告 

案件： ①これまでの経過と今後のスケジュールについて 

②八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン（２次案）について 

H29年  

1月 1日(日) 

 

八戸市中核市移行 

1月 4日(水) 

 

中核市移行式（八戸市） 

連携中枢都市宣言（八戸市） 
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実施時期 内容 

 1月 16日(月) 第３回八戸圏域定住自立圏関係市町村長会議 

案件： ①これまでの経過と今後のスケジュールについて件： 

②八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン（原案）について 

③連携協約（案）について 

1月 19 日(木) 

 

 

 

第４回八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン懇談会 

案件： ①第３回「八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン懇談会」構成員の発 

言に係る対応･回答について 

②八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン（原案）について 

1月 20 日(金) 

～2月 20日(月) 

パブリックコメントの実施 

 3月 9日（木） 第５回八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン懇談会 

案件： ①「八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン（原案）」への意見と市の

考え方について 

②八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン（案）について 
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八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン懇談会開催要綱 

 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、人口減少・少子高齢社会にあっても一定の圏域人口を有し、活力あ

る社会経済を維持するための拠点を形成することを目的とした連携中枢都市圏を八戸圏

域において形成するに当たり、圏域の将来像や連携協約に基づき推進する具体的な取組

内容等を記載する八戸圏域連携中枢都市圏ビジョンの策定及び変更に関する事項につい

て、地域の関係者等から意見聴取を行うため、八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン懇談会

(以下「懇談会」という。)を開催することとし、その運営等について必要な事項を定め

るものとする。 

 

 （構成員） 

第２条 懇談会は、次に掲げる者をもって構成する。 

 （１）連携中枢都市圏構想推進要綱（平成 28 年４月１日総行市第 31 号一部改正）第５

の（２）④に規定する連携する取組に応じた関係者等 

 （２）圏域町村から推薦された者 

 （３）その他市長が必要と認める者 

２ 前項の場合において、市長は原則として、同一の者に継続して懇談会への出席を求め

るものとする。 

 

 （会議の招集） 

第３条 懇談会の会議は、市長が招集する。 

 

 （会議の運営） 

第４条 懇談会の議事進行は、八戸市総合政策部政策推進課長（以下「課長」という。）が

行うものとする。 

２ 課長は、意見聴取に係る円滑な進行を図るため、懇談会の出席者の中から適任と思わ

れる者を座長に指名することができるものとする。 

３ 懇談会の会議は、原則公開とする。 

 

 （庶務） 

第５条 懇談会の庶務は、八戸市総合政策部政策推進課において処理する。 

 

 （その他）  

第６条 この要綱に定めるもののほか、懇談会の運営に関し必要な事項は、市長が別に定

めるものとする。 

 

   附 則 

 この要綱は、平成 28年５月９日から実施する。 
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八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン懇談会構成員名簿 

（敬称略・順不同） 

分野 氏名 所属等 

産業 

商工業 1 山内  隆 八戸商工会議所 専務理事 

観光 2 在家 秀則 公益社団法人 八戸観光コンベンション協会 専務理事 

農業 3 川村 守人 八戸農業協同組合 代表理事常務 

大学・研究機関 

4 武山  泰 八戸工業大学システム情報工学科 教授 

5 田中  哲 八戸学院大学ビジネス学部ビジネス学科 教授 

6 佐藤 勝俊 
独立行政法人国立高等専門学校機構  

八戸工業高等専門学校 名誉教授 

金融機関 7 石橋  理 八戸金融団 会長 

医療 8 於本  章 一般社団法人 八戸市医師会 副会長 

福祉 9 浮木  隆 社会福祉法人 八戸市社会福祉協議会 事務局長 

教育 10 油川 育子 八戸市教育委員会 委員 

地域公共交通 11 高橋  学 岩手県北自動車株式会社 南部支社 支社長 

雇用 12 小野 武司 連合青森三八地域協議会 議長 

男女共同参画 13 白鳥 祐子 元八戸市男女共同参画審議会 会長 

構
成
町
村 

三戸町 14 藤原 文雄 三戸町社会教育委員 副委員長 

五戸町 15 柿本 正幸 元五戸総合病院 事務局長 

田子町 16 原  光正 元田子町役場 参事 

南部町 17 山田 賢司 南部町商工会 会長 

階上町 18 加藤  祐 階上町商工会 会長 

新郷村 19 山岸 義一 新郷村教育委員会 委員 

おいらせ町 20 加藤 正志 おいらせ町教育委員会 委員 

農 業 門前 廣美 八戸農業協同組合 代表理事専務（～H28年６月24日） 

新 郷 村 村岡 和俊 新郷村農業委員会 委員長（～H28年７月28日） 

  

オブザーバー 
鈴木 章弘 青森県総務部市町村課 主幹 

鹿内 尚文 青森県三八地域県民局地域連携部 地域連携室長 

※太枠内は、平成 29年３月時点の構成員 

※所属・職名は構成員として参画時のもの 
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八戸圏域の「愛称」と「ロゴ」について 
 
 

１ 愛称  八戸都市圏スクラム ８
エイト

 

 
２ ロゴ 

 

 
 

 

 

○「８」と「Ｓ」が重なり合い、スクラムを組ん

でいるイメージを表す。 

○また、水色は８市町村を流れる「川」を、紺色

は「海」を表し、圏域が川と海を介してつなが

り、「人」や「もの」が循環している状態をイメ

ージ。 

 

 

○８市町村(八戸市、三戸町、五戸町、田子町、南

部町、階上町、新郷村、おいらせ町)を表す。 

 

 

○S C R U M（スクラム）の頭文字。スクラムを組

むように一丸となって連携し、同じ目的に向か

って一つの方向を向いている状態を表す。 

 

 

○八角の星は、8 市町村が協力し合うことでひと

つの星（一番星）となり、未来（希望）に向か

って進んでいくことを表す。 

○赤色は圏域の活力や積極性をイメージ。 

 



八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン 

平成 29年３月22日 
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